
 

財務・事業情報の“積極的開示”～創意と工夫 2005年3月15日(火)  

時 間 講 義 項 目 

13：00 

～ 

15：00 

□ 情報開示と説明責任－積極的な取組みとしてのＵＳＲ－ 
  ～情報開示の新しい取組み～ 

日本大学   渡邊  徹 
１．情報開示の現状 
 (1)私立大学の情報開示の実態 (2)私立学校法改正の要点 
 (3)学校法人会計基準の改正について 
２．ＣＳＲの本質とＵＳＲへの展開 
 (1)企業におけるＣＳＲの取組み 
 (2)サステナビリティ(持続可能性)からのアプローチ 
 (3)大学におけるＵＳＲ導入のポイント 
３．財務情報と非財務情報 
 (1)学校法人における成果の測定 
 (2)学校法人の財務情報(計算書類､セグメント情報､分析資料) 

(参考資料－損益計算書､キャッシュフロー計算書) 
 (3)学校法人の非財務情報(事業報告書､財産目録､事業計画) 
４．情報開示の新しい取組み 
(1)国立大学法人の情報開示の試み (2)私立大学の情報開示の試み 
５．今後の方向性と問題点 
(1)情報開示と説明責任の方向性 
(2)学校法人会計の方向性と問題点                〈質疑応答〉 

15：10 

～ 

17：00 

□ 情報開示と説明責任－管理会計の新たな役割－ 
  ～財務情報開示ツールとしての会計システムのあり方～ 

㈱エデュース   松本 雄一郎 

１．財務情報開示と財務会計 

 (1)財務情報開示の目的と対象 (2)財務情報開示の手法 

 (3)学校法人会計基準の役割と限界 

２．財務情報開示と管理会計 

 (1)私立学校の財政構造とコスト管理 (2)経営責任と受託財産管理責任 

 (3)財務情報開示における管理会計の役割 

３．財務情報開示のツールとしての会計システム 

 (1)会計システムに求められる機能 (2)事業計画別会計情報 

 (3)事業部門別会計情報(多様なセグメント会計情報) 

 (4)目的別･機能別会計情報 

 (5)理解を得るための情報開示への取り組み            〈質疑応答〉 
   
  


